
（参考）認知症基本法案

　（１）認知症の人に関する国民の理解の増進等

　（２）認知症の人の生活におけるバリアフリー化の推進

　（３）認知症の人の社会参加の機会の確保等

　（４）認知症の人の意思決定の支援及び権利擁護の保護

　（５）保健医療サービス及び福祉サービスの提供体制の整備等

　（６）相談体制の整備等

　（７）研究等の推進

　（８）認知症の予防等

　個別方策　

（主なテーマ）
新型コロナウイルス等の新興感染症への対応/身体合併症/その他

（主なテーマ）
本人発信支援・社会参加/認知症バリアフリー/家族支援/その他

（主なテーマ）
本人発信支援・社会参加/若年性認知症/認知症バリアフリー/その
他

（３）医療・介護提供体制について

（１）すべての人が認知症を正しく理解し適切に対応できる環境づくり （１）認知症の本人の活動について

（２）＜早期発見・早期鑑別診断・早期対応＞ができる体制づくり

（３）とぎれない医療・介護サービスが受けられる仕組みづくり

（４）地域での日常生活や就労、社会参加等の支援の強化 （２）認知症の本人・家族を支える地域の体制について

（５）家族・介護者等への支援の強化

８　コラム・事例集など
　【内容】
　・認知症応援大使（大使照会、活動の様子）
　・先進的な認知症カフェの取組
　・当事者の社会参加の取組（チームオレンジなど）
　・異業種連携協議会の取組
　・コロナ関連（第３部会ででた意見等のエピソードまとめ）
　・若年性認知症支援コーディネーターの活動紹介
　・普及啓発の取組（つなげ隊など）

・各部会の検討結果のうち上記６と
は別でコラムとして記載
（当事者や家族の思い、コロナの経
験、新たなトピック　など）
・府内各地の先進事例を記載
（当事者グループの活動や認知症カ
フェ、企業の取組　など）

資料編（圏域別データ等、用語解説、検討経過、委員名簿） 資料編（圏域別データ等、用語解説、検討経過、委員名簿）

共通方策 ～６つの個別方策を推進するための方策～

７　新・京都式オレンジプランの評価・検証 ７　新プランの指標 新たな指標を掲げる

５　プラン改定にあたっての視点 ５　プラン改定にあたっての視点
10のアイメッセージ実現のための重点
課題（各部会の内容も反映）

６　施策の展開 ６　施策の展開

・柱の点検を行う
・総点検（106項目）を行い、修正や追
加・削除を行う
・各部会での内容を反映し、新規項
目の追加等を行う

共通方策

　個別方策　

（６）若年性認知症施策の強化

（１）１０のアイメッセージの評価～「目指す社会」にどれだけ近づけたか～ ・１０のアイメッセージ評価結果 評価結果の反映

（２）本人ミーティングで寄せられた声 ・本人・家族ミーティングの結果まとめ 本人・家族ミーティングのまとめ

３　京都式オレンジプランの取組状況
３　新・京都式オレンジプランの取組状況
　（オレンジ指標や定量的データをもとに評価）

現行計画策定後の新規事業も含めて紹
介

４　認知症の人や家族、支援者から見た評価・課題 ４　認知症の人や家族、支援者から見た評価・課題

１　プランが目指す社会の姿　～10のアイメッセージ～ １　プランが目指す社会の姿　～10のアイメッセージ～

２　高齢者の現状と将来推計 ２　高齢者の現状と将来推計 最新の数値等を反映

新・京都式オレンジプラン改定後計画の項目イメージ（案）

現行計画 新計画 備考
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